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２０２２年もまもなく暮れようとしています。

皆さんにとってどのような一年だったでしょう

か。 

古北っ子は、「あいうえおの学校」を目標に、「あ

いさつ」と「歌声」が響く学校、「笑顔」と「思い

やり」のあふれる学校をめざしてきました。地域

の方より、古北っ子が頑張っている声や「あいさ

つ」を称えていただく声などを聴くことができま

した。ありがとうございました。 

２０２３年も子どもたちは頑張ってくれると思い

ます。学校も全力で古北っ子の成長を支えていきた

いと思います。 

※ ２学期の学習の様子を写真にまとめました。 
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１２月４日からの人権週間では、各学年で人権についての学習を進

めました。３年生は人権擁護委員をお招きして、「人権教室」を行い

ました。「差別のない世界へ」のビデオを視聴し、自分に自信をもつ

こと、自分の気持ちを相手に伝えることはとても大切だということ、

知らないうちに相手を傷つけてしまうことがあること、差別やいじめ

は絶対にダメだということなど、たくさんのことを考えました。最後

には、人権週間に向けて決めた各クラスのスローガンを発表しまし

た。これからも、自分のこと、相手のことを大切にする気持ちを育て

ていきたいです。 

 

 

１１月２４日、「生」教育助産師グループ OHANA さんを講師に

お招きし、５・６年生は「いのち」について学びました。赤ちゃんが

「生まれてくる」ことを映像で学び、お腹の中にいるときの月ごと

の赤ちゃんの模型を見せてもらいました。実際にふれた子どもたち

は、手のひらにのる小ささの中での確かな重み、まさに尊い命の重

さを感じました。最後に、保護者から寄せられたエピソードでは「生

まれてきてくれてありがとう」と感謝を述べられ、どの子も真剣に

聞いていました。参観された保護者からも「自分自身の親への感謝

や、我が子の生まれたことを思い出しました。とても胸が熱くなりました」と感想を述べられました。

ご家庭でもお子さんが生まれたころの様子を話題にしていただき、命の尊さについて考える機会にして

いただけるとありがたいです。 

 

 

１２月８日（木）、わんぱく団のひみつ基地のみなさんによるク

リスマスイベントを行いました。今年は「三匹のこぶた」でした。

映像や音響、衣装や道具に多くの工夫があり、臨場感たっぷりの内

容でした。今年は１年生のみが対面で、他の学年はオンラインで参

観しました。子どもたちの歓声からも、楽しいひと時であったこと

がうかがえます。最後に、全校児童にプレゼントをもらいました。 

わんぱく団のひみつ基地のみなさん、ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

１０日（火） ３学期始業式 

１１日（水） あいさつの日 避難訓練週間（～２０日） 

１２日（木） PTA 常任委員会・地区委員会 

１６日（月） 感謝の会

１７日（火） 委員会 

１９日（木） 大なわ大会・学校運営協議会 

２３日（月） 古北っ子集会 

２４日（火） 一斉下校 

３１日（火） クラブ   

※ 予定を変更する場合があります  

４年に一度のサッカーW 杯カタール大会が行われまし

た。日本代表選手の活躍は、みなさんの記憶に新しいので

はないでしょうか。そして、「日本人サポーターや選手が、

大会後に片づけをする姿」「最後の試合で監督が応援スタ

ンドに向けて深々と頭を下げて感謝を表す姿」にも注目

が集まり、世界から称賛されました。 

大会は、選手、大会関係者、応援してくれた人等すべて

の人のおかげで成り立つものであり、すべての人に敬意

を表す姿は、子どもたちにも伝えていきたいものです。 


